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調査の概要 岡山市近世寺社建築制査は、岡山市教育委員会が平成 6・7年度の 2カ年にわた って行

うもので、当研究所が協力することになった。岡山市は、昭和40年代に周辺町村 を合併して拡大した

ため文化財建造物の把握が十分で‘なしその調査が必要で・あった。そこでまず最初に、近世以前の寺

社建築を調査することになったものである。最近増加しつつある市町村単位での調査であり 、県単位

調査に比して調査面積 ・件数ともに少なくなるため、悉皆調査が可能な点に特徴がある。 しかし岡山

市の場合は、かな り面積 ・件数ともに多いので、以下のような調査方法をと った。

まず最初に、教育委員会から委嘱されている各地域の文化財モニターによ って予備調査を行った。

予備調査は、旧市史などに掲載されていない寺社について、寺歴や棟札など史料の有無を中心とする

調査票の記入と、 写真撮影を行い、総件数は231件にのぼった。つぎに 1次調査として、近世以前であ

るか、もしくは近代のものであ っても施行者あるいは大工に特徴を有すると判明したもの、および予

備調査段階で不明なままであった物件を選び出して、史料調査、様式による建立年代の判別、建造物

の構造形式の記録、写真揃影を行った。調査は、9月26日より 30日までと、10月24日より 27日までの

2回に渡り 163件を行い、 l物件に複数棟ある場合が多いので、調査概数は約400棟になった。ついで

この中から、建立年代が古 <i~重なものや、 ~iW造 ・ 意匠に特徴があ っ て立重なもの、 あるいは歴史的

意義や地域的意義の高いものを選択し、 10月27・28日と、11月14日より16日までの 2回にわた って、

2次調査を行った。調査件数は23ftlニて・概数は36棟になった。 2次調査で怯、 調査票の記入 ・配置図の

作成 ・平岡実iWJ.写真撮影を行ったが、とくに小屋裏 ・棟札の調査や痕跡調査を含み、予備調査とl

次調査で調べられたことをより詳細11に調査 ・記録することを目的とし、かつ調査対象の鹿史的経過の

把握と、文化財と しての評仰iが行われた。

なお、 7年度も 引き続き l次 ・2次調査を行い、年度末には調査報告書を刊行する予定である。

調査の成果 l次調査の結来、岡山市内の大多数の近世寺社建築を調査 したことになる。今回調査し

た寺社建築の中には、清泰院の池田忠継や忠雄j加古門、あるいは東照宮のように江戸初期のものもあ

るが、これらは既にある程度は知られているものなのでここでは触れない。今回初めて調査されたも

のでは、最も古いものでも元禄年間と 、江戸中期以降のものがほとんどであった。これは、岡山市の

中心部にあ った冊目前藩の主要な寺院が戦災で失われてしま ったことが彩科しているが、そればかりで

なく、備前藩では冗文年間に第 3代池間光政によ って相当数の寺社整理が行われ、約460の寺院と約600

の神社しか残きれなかったことが遠因となっている。j1J:文の寺社推理とlj批災によ って淘汰された結果、

江戸初期に遡るものは他地域にくらべ少ないという特色が形成されたのであろう 。

そうした中で、おもに周辺音15に残された元禄 ・享保年l聞の貴重な遺稿ーを発見できたのは、今回の調

査の大きな成果であった。これまでに知られている江戸前期の寺社建築の多くは、中世以来の大寺院

泊者き院池田忠継!靭 池田忠継i靭内音11 玉井富(来照宮)

30 



か、帯主の造営になるものがほとんどであったが、今回見つかった17世紀末から18世紀中頃までの寺

社建築は、地域の生活により密精した中小の寺社であり 、江戸前半期の庶民の生活が伺える点で立重

である。以下、寺院建築とや1I社建築に分けて概要を報告する。

まず寺院建築についてみると、この地方は古代末期に成立した備前四八ヶ寺と H乎は、れる其言宗を中

心と する密教系寺|誌が勢力をも っていた。今回の調主主でも別王寺 ・束斬寺 ・幸福苛:など、密教系寺院

に大規模で良質なものがみられた。 とくに妙法寺は、 lド世主主立の建物の昔11材を相当数再利用して、 18

世紀後半に立て替えられており、 E中iド1世

年J度支末には市指定文化財財.に力加IJえられた。

この地方のもう一つの特徴として、日蓮宗不受不施派の一大根拠地て・あ ったことをあげなくてはな

らない。不受不施派の寺院は究文の寺社挫理のとき他の宗派よりも多〈廃絶に追い込まれたが、今回

の調査では、このとき生き征びたものや、その後再興されたものが相当数見つかった。妙広寺 ・妙林

寺 ・大林寺 ・盛隆寺などであるが、これらは地域の粕仲良:の史料としてi't重である。

また地域別にみると、児島湾に面する港U1Tであ った地区に、特色ある古い寺院建築が相当数みつか

った。掌善寺・円蔵|見・三蔵|誌などであるが、これらは船主など出裕なUr]人の寄進により元;禄から享保

にかけて建てられたもので、装部Ii性の強い趣味や、非常に新しい椛造 ・意匠の柏極的採用など、当H寺

の町.人の気j孔をよく 表現していて仰Ii値が高い。また、 地区に|恨らず児島湾沿岸では流文や芸文を盟か

に使用する傾向が強〈、しかも全国的に見ても装飾が多くなるH寺期が早い。これは、瀬戸内海航路や

児島湾内航路により生計を立てるものが多かったこの地域の生活が関係していると考えられ興味深い。

このほか、中世の厨子をを践す常福寺や民間信1f.1lを伺わせる正法寺、 霊源ゆかりの浄土寺 と境内社

の日吉村l社も興味深い建物であ った。

神社建築で壮、予想以上に近代にな って建て替えられたものが多かった。これは明治期に、国家制l

道との関連で神社を建て替える傾向が広くあ ったことを意味している。 とくに村部の氏神であるノト社

は軒並み建て替えられていた。そうしたrlJで、菅野八幡宮 ・架村神社 ・岩熊八幡宮 ・武音|件"，全1:といっ

た、 17世紀から18世紀にかけて建てられた村落の鎮守が、若干でも残っていたことの芯義は大きい。

これらを通じて 、 この地域の近世前半J~Iの様子が窺いま11れるからである 。

上述のJ'Z文の寺社整理関係では、このとき廃止された小II刊を合配する「寄宮」の一つが世かれた布

施神社が重要である 。 建物としても非Ir;~' に質の~jい建物であり、今後の州:究が待たれる 。

このほかでは、日本 3大稲荷といわれる最上稲和jの護応殿が18世紀中JV]の建物でありながら、尾垂

木に龍の彫刻を使う 。 このような装飾は全国的流行でもあるが、隣の主|士山では17世紀中期にすでにみ

えるのでその影響も考えられよう 。松琴寺内のf市伽山大権現は、務主がここで問、逝生活を送るに際し

て児島の蓮台寺の瑞伽大権現の写しとして建てさせたもので、その成立事情i肢か装(II!i技法が特に進ん

でいる。お!i-lll神社は板倉氏が先柾lを告をった判社で、武具 を納める土蔵がそのままやl'社 となったかのよ

うな意匠が興味深い。 (藤田盟児)
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